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ウイルス肝炎治療学分野
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1211-1221,2023. doi: 10.1007/s00535-023-02039-x.  (IF: 6.9)

田中留奈, 磯田広史, 八橋　弘, 四柳　宏, 高橋宏和：ケアマネジャーを対象としたC型慢性肝炎に関する全国アン

ケート調査. 肝臓 64(7): 301-310, 2023.

八橋　弘, 小鶴秀子, 林　由佳：HCV感染者における抗ウイルス治療後の抗体価の推移および, ルミパルス

(R)HCV・ルミパルスプレスト(R)HCVの性能比較. 医学と薬学 80(1): 115-124, 2023.

藤野達也, 佐藤知子, 小鶴秀子, 濱田るみこ, 八橋　弘：HBs抗原測定試薬「アテリカ用B型肝炎ウイルス表面抗原

キットケミルミQHBs抗原」の性能評価. 医学と薬学 80(4): 415-422, 2023.

八橋　弘：肝臓の手(手掌紅斑). 医療の広場 63(11): 18-22, 2023.

八橋　弘, 山﨑一美：【ウイルス性肝炎学2023-最新の病態・診断・治療情報-】A型肝炎　A型急性肝炎の臨床的

特徴. 日本臨牀 81(増刊7): 460-464, 2023.

八橋　弘, 長岡進矢, 山﨑一美, 小森敦正：【Session1; B型肝炎】HBs抗原の消失とHBs抗原量の減衰-自然経過と

治療介入-. 第33回犬山シンポジウム～B型肝炎，C型肝炎，脂肪性肝炎，肝癌，犬山シンポジウム記録刊行会

編，株式会社アーツユニット : 31-35, 2023.

八橋　弘：急性肝炎. 今日の治療指針 2023年版[ポケット判]: 私はこう治療している, 医学書院 : 526-527, 2023.
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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

特 許

その他
 非常勤講師

八橋　弘・教授 客員教授 中国吉林省北華大學

八橋　弘・教授 長崎大学経営協議会委員 長崎大学

八橋　弘・教授 長崎大学学長選考監査会議委員 長崎大学

八橋　弘・教授 長崎県医療審議会委員 長崎県

八橋　弘・教授 活水女子大学看護学部臨床教授 活水女子大学

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

八橋　弘・教授 疾病障害認定審査会委員 厚生労働省

八橋　弘・教授 財団評議員 財団法人 日本消化器病学会

八橋　弘・教授 九州支部評議員 財団法人 日本消化器病学会

八橋　弘・教授 肝炎治療戦略会議委員 厚生労働省 健康局

八橋　弘・教授 障害年金の認定に関する専門家会合委員 厚生労働省

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

八橋　弘・教授 厚生労働省 代表
肝炎等克服政策研究事業
様々な生活の場における肝炎ウイルス感染者
の人権への望ましい配慮に関する研究

八橋　弘・教授 Hepatology International編集委員 Springer

公益財団法人東京都医学総合研究所感染制御
プロジェクト
肝硬変治療薬の開発を促進する肝機能回復メ
カニズムの解明研究

八橋　弘・教授 厚生労働省 分担

医薬品･医療機器等レギュラトリーサイエンス
政策研究事業
薬害C型肝炎患者救済の実態把握のための調査
研究

八橋　弘・教授 厚生労働省 分担
エイズ対策政策研究事業
血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する
肝移植を含めた外科治療に関する研究

八橋　弘・教授 厚生労働省 分担
肝炎等克服政策研究事業
オーダーメードな肝炎ウイルス感染防止・重
症化予防ストラテジーの確立に資する研究

八橋　弘・教授 厚生労働省 分担
友愛福祉財団委託事業
エイズ発症予防に資するための血液製剤によ
るHIV感染者の調査研究事業

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

八橋　弘・教授 国立病院機構 代表
肝疾患領域
コア・グループリーダー

八橋　弘・教授
日本医療研究開発機構
（AMED）

分担

肝炎等克服実用化研究事業　肝炎等克服緊急
対策研究事業
インターフェロンフリー治療がC型肝硬変患者
の予後を含めたアウトカムに与える影響を明
らかにする研究

八橋　弘・教授 東京都 分担

八橋　弘・教授 慢性肝疾患治療剤 2004年8月31日 2011年3月4日 特許第4695366号

八橋　弘・教授
肝疾患非侵襲性バイオマーカー
及びこれを用いた肝疾患の検出

2023年8月17日 出願中

八橋　弘・教授 教員（ウイルス肝炎） 長崎大学消化器内科

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

八橋　弘・教授 教員（微生物学） 活水女子大学看護学部

2


